
        

水素化物の規則―不規則構造解析 
Analysis of ordered/disordered structure in hydrides  
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物質中の水素は、生命活動から新規材料まで、様々な物性や機能を誘起

する元素である。本プロジェクトは、KEK物構研の S1課題「全散乱法による水

素化物の規則−不規則構造解析」を軸として、外部の研究者とプロジェクトを

通じた連携により、中性子による水素（プロトン）の観測技術の向上を行いな

がら研究を推進している[1-6]。 

 本講演では、プロジェクトの概要に加えて、軽量かつ高容量の水素貯蔵材

料候補であるグラファイト鋳型カーボンの 3 次元グラフェン構造の全散乱法を

用いた構造解析[7]、バナジウム系合金の水素貯蔵性能劣化メカニズムの全

散乱法と中性子非弾性散乱法を用いた研究等の成果について紹介する。 

 本研究の一部は、中性子共同利用 S型実験課題（2014S06）、NEDO水素利

用技術研究開発事業、JST光・量子融合連携研究開発プログラムの助成のも

とで進められた。 
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